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１．宮崎県交通渋滞対策協議会のこれまでの経緯
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■平成30年度 第１回渋滞協（H30.8）

○宮崎県内の主要渋滞219箇所については、引き続きモニタリングを実施。
○今後の進め方については、エコ通勤パスの活用やシェアサイクルの普及促進等、ソフト対策を推進していく。

■平成30年度 第１回宮崎市・都城市周辺エリアWG（H31.2）

○解除候補箇所はなし。引き続きモニタリングを実施。
○解除手順の見直し（案）は承認。
○新たなソフト施策の検討については、今後、更なる分析を行うとともに利便性を高める方向性を検討。
○バス・トラック・タクシー協会の要望箇所について、主要渋滞箇所への追加手順を検討。

■平成30年度 第１回延岡市・日向市周辺エリアWG（H31.2）

○解除候補箇所はなし。引き続きモニタリングを実施。
○解除手順の見直し（案）は承認。
○ソフト対策の取組みは、各関係機関の横軸連携を深めて、ターゲットを絞った効率的な対策を行っていく。

■本協議会の主な議論内容

○最新データによるモニタリング結果の報告
○主要渋滞箇所の解除手順の見直し（案）の提案
○各管理者による渋滞対策（ハード・ソフト）の取組み状況の報告
○官民連携による渋滞対策（バス・トラック・タクシー協会との連携）の報告
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○平成30年度では、小林市の亀尾原交差点改良、宮崎市の吉村通線（曽師工区）が完成。

■宮崎県内でH25.1月以降に整備された主な道路事業（県南部エリア）

新名爪交差点改良
H26.11 完成

＜宮崎市周辺＞＜都城市・小林市周辺＞

至 日南市

至 延岡市

至 宮崎市

至 鹿児島県

高原IC

都城IC

宮崎西IC

清武IC

清武JCT

宮崎IC

新富バイパス
【日向大橋関連】

H29.12 L=1.0km 開通
【田中地区】

H30.2 L=0.8km 開通

宮崎西環状線【松橋工区】
（相生橋）H27.2
（全線）H27.12
L=3.1km 開通

東九州自動車道
清武JCT～清武南IC
H25.3 L=1.2km 開通

亀尾原交差点改良
H30.6 完成

都城志布志道路
【梅北IC～金御岳IC】

H30.2
L=2.5km 開通

山之口スマートIC
H28.9 完成

清武南IC

山之口スマートIC

凡例
＜主要渋滞箇所＞

：箇所
：解除済箇所

＜道路種別＞
：高速道路
：直轄国道
：一般国道
：その他道路

＜対策＞
：今年度整備された事業
：昨年度以前に整備
された事業

川原通線
【出来島工区】

H25.3 L=0.5km 開通

中村木崎線
【津和田工区】
H27.6 開通

飛江田山内川線
H25.10 開通

吉村通線【曽師工区】
H30.6 L=0.7km 開通

宮崎IC

至 日南市

至 延岡市

N

N

N

至

え
び
の
市

中村木崎線【恒久工区】
H25.12 開通

２．最新データによるモニタリング結果

宮崎駅

至

都
城
市

（１）対策済箇所のモニタリング結果



２．最新データによるモニタリング結果 （１）対策済箇所のモニタリング結果
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○平成30年度では、出北交差点の右折レーン延伸が完成予定。

■宮崎県内でH25.1月以降に整備された主な道路事業（県北部エリア）

＜延岡市・日向市周辺＞

至 宮崎市

至 大分市

日向IC

都農IC

東九州自動車道
【日向IC～都農IC】

H26.3 L=20.0km 開通

門川南
スマートIC

門川IC

門川南スマートIC
H29.3 完成

延岡南IC

舞野IC

延岡JCT・IC
北方IC

北川IC

蔵田

須美江IC

北浦IC

蒲江波当津IC

蒲江IC
東九州自動車道

【蒲江IC～北浦IC】
H25.2 L=14.2km 開通

東九州自動車道
【北浦IC～須美江IC】
H26.3 L=6.4km 開通

＜日向市周辺（拡大図）＞ ＜延岡市周辺（拡大図）＞

延岡市周辺（拡大図）

日向市周辺（拡大図）

N N

N

日向IC

門川日向拡幅
【財光寺地区】

H26.3 L=0.8km 開通

国道327号
日向バイパス

H26.3 L=0.5km 開通

北方延岡道路
【蔵田IC～北方IC】

H27.4 L=4.6km 開通
出北3交差点改良

H29.3 完成

雷管通り交差点改良
H26.2 完成

中の瀬町交差点改良
H27.3 完成

至 大分市至 延岡市

至 宮崎市 至 日向市

凡例
＜主要渋滞箇所＞

：箇所
：解除済箇所

＜道路種別＞
：高速道路
：直轄国道
：一般国道
：その他道路

＜対策＞
：今年度整備予定の事業
：昨年度以前に整備
された事業

出北交差点改良
H31.3 完成予定浜砂交差点改良

H28.12 完成

北方土々呂線
【土々呂工区】
H30.1 完成



○渋滞対策を実施して、現地では渋滞が解消したにも関わらず、特定要件（旅行速度20km/h未満）をクリアして
いない。 5

○亀尾原交差点は、平成30年6月に交差点改良が完了し、現地では渋滞解消を確認。
○しかし、旅行速度データでは、一部方向で20km/h未満となっていることから、引き続き主要渋滞箇所として経過観察。
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平日朝

（7～9時）

方向①：国道221号(南) 方向③：国道221号(北)

平日夕

（17～19時）

休日

（7～19時）

平日朝

（7～9時）

平日夕

（17～19時）

休日

（7～19時）

方向②：市道(北東)

（km/h）

休日

（7～19時）

平日夕

（17～19時）

平日朝

（7～9時）

小林市周辺小林市役所

亀尾原

亀尾原交差点
方向①

方向③
方向②

至

宮
崎
市

至 えびの市

至 都城市

（対策前）

（対策後）
右折レーンと直進
レーンを分離

選定時（H24.4～H24.8）
最新（H30.4～H30.9）

＜対策内容＞
・右折・直進レーン分離
・バスベイ設置
・歩道拡幅 ＜対策内容＞

・歩道拡幅

方向①

方向①

方向②

方向②

方向③

方向③

（H30.6.25撮影）

至 えびの市

至 都城市

方向①：平日夕ピーク時

至 都城市

至 えびの市

（H30.6.26撮影）

＜位置図＞ ＜旅行速度の変化＞

＜主な対策内容＞

＜整備後の渋滞状況＞

出典：プローブデータ（選定時：Ｈ24.4～Ｈ24.8、最新：H30.4～H30.9）

至 都城市至 えびの市

（H30.6.26撮影）

N

至

都
城
市

至

都
城
市

至

え
び
の
市

至

え
び
の
市

方向②：平日夕ピーク時 方向③：平日朝ピーク時

■国道221号 亀尾原交差点のモニタリング結果（対策済箇所） 経過観察

２．最新データによるモニタリング結果 （１）対策済箇所のモニタリング結果



２．最新データによるモニタリング結果 （１）対策済箇所のモニタリング結果

平日
朝ピーク

平日
夕ピーク

休日
昼間12H

平日
朝ピーク

平日
夕ピーク

休日
昼間12H

北 県367号 21.9 20.1 24.8 15.8 16.3 16.9
北西 市道等 16.2 21.4 15.0 - - -
東 市道等 20.0 18.4 19.1 - - -
南 県367号 18.2 15.3 21.2 22.9 14.4 16.8
南 国道219号 5.6 4.5 4.0 11.1 10.6 10.4
北東 国道１０号 11.8 11.5 11.8 15.2 18.4 17.7
南西 国道１０号 8.5 10.7 11.0 9.9 12.5 12.7
北 国道219号 6.4 6.0 5.5 9.5 9.2 9.6
南 主17号 10.9 8.5 10.4 13.2 11.4 13.3
東 市道等 9.9 17.8 14.7 - - -
西 主17号 20.5 22.4 24.3 18.4 13.2 17.0
南東 主26号 15.2 17.5 17.6 15.8 17.6 19.0
北東 主9号 16.9 12.4 19.1 15.2 12.8 22.3
南西 主9号 - 39.8 56.6 7.9 20.2 28.9
北西 主26号 13.0 13.3 19.0 12.7 15.0 16.5
東 県372号 18.0 23.3 23.6 17.5 20.1 20.7
南 国道10号 25.2 26.8 24.7 32.5 32.8 32.9
北 国道10号 19.8 19.1 19.5 38.9 36.7 32.9
西 市道等 - 53.7 31.4 - - -
北西 市道等 17.7 23.7 23.4 22.0 14.8 15.0
北東 国道10号 21.7 20.8 24.0 42.4 43.1 40.7
南西 国道10号 29.9 34.7 28.2 43.0 42.1 45.1
南東 市道等 15.8 13.9 14.9 17.2 15.1 16.5
北 国道10号 39.8 37.7 24.8 43.6 41.9 33.5
西 市道等 1.4 2.7 6.2 - - -
東 県306号 10.3 6.5 6.7 17.6 7.3 10.6
南 国道10号 20.5 21.8 25.5 40.8 39.0 35.0
南 国道221号 42.3 38.6 37.8 30.6 28.9 23.3
北東 市道等 27.1 26.8 29.1 31.9 18.4 26.1
北 国道221号 24.2 17.1 24.9 29.0 16.8 24.2

宮崎市
本郷ランプ
北側（仮）

中村木崎線（津和田工区） H25.12

宮崎市 小松

宮崎市
相生橋
北西側(仮)

宮崎西環状線（松橋工区） H27.12

宮崎市
佐土原町
徳ヶ渕

新富バイパス H29.12

小林市 亀尾原
亀尾原工区交差点改良
・右折レーン新設　等

宮崎市

H30.6

新富バイパス H30.2

宮崎市 新富町天井丸 新富バイパス H30.2

宮崎西環状線（松橋工区） H27.12

軍瀬

エリア 交差点名 事業名

宮崎市 新名爪
新名爪交差点改良
・直進車線の増設
・カラー舗装化　等

H26.11

旅行速度（km/h） 特定要件
クリア

－

①選定時

整備時期 方角 路線名

②最新
旅行速度（km/h）

－

－

－

－

－

－

－

6

○H25.1月以降に整備された道路事業により、交通状況の変化が想定される主要渋滞箇所（対策済箇所）のフォローアップ結果
一覧を以下に示す。

○フォローアップの結果、全箇所において主要渋滞箇所の特定要件をクリアしていない。

■宮崎県南エリアにおける対策済箇所（８箇所）のモニタリング結果

＜道路整備が行われた主要渋滞箇所の点検結果＞

データ：選定時（H24.4～H24.8プローブデータ）、最新（H30.4～H30.9ETC2.0プローブ情報）
注２）ハッチング箇所は選定時に20km/h未満の箇所を示す
注１）赤字は20km/h未満の箇所を示す
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○H28年度に、出北3丁目交差点改良が完了し、現地では国道10号の渋滞解消を確認。
○しかし、旅行速度データでは、市道側で20km/h未満となっていることから、引き続き主要渋滞箇所として経過観察。

■国道10号 出北３丁目交差点のモニタリング結果（対策済箇所） 経過観察

２．最新データによるモニタリング結果 （１）対策済箇所のモニタリング結果

〈旅行速度の変化〉
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（
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（
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時
～
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時
）

国10_方向1(北) 国10_方向2(南) 市道等_方向3(西) 市道等_方向4(東)

選定時（H24.4.～H24.8）

最新（H30.4～H30.9)

（km/h）

方向①：
国道10号（北）

方向②：
国道10号（南）

方向③：
市道（西）

方向④：
市道（東）

〈整備後の状況〉

方向②方向①

至 宮崎市

至 大分市至 宮崎市

至 大分市

〈位置図〉

国道10号
出北３丁目交差点

位置図

宮崎市

延岡市

至 大分市

出北３

至 宮崎市

〈主な対策内容〉
（対策前）

（対策後）

10

10

至

宮
崎
市

至

大
分
市

上り下り

出北3丁目交差点

上り下り
至

宮
崎
市

至

大
分
市

10
10

10

10

＜現況＞
◆右折レーンの滞留長不足により直進車線まで滞留
◆直進車両を阻害し渋滞が発生

出北3丁目交差点

方向①

方向②

方向③

方向④

【交差点位置図】

＜対策方針＞
右折レーン延伸

○渋滞対策を実施したが、特定要件（旅行速度20km/h未満）をクリアしていない。



２．最新データによるモニタリング結果 （１）対策済箇所のモニタリング結果
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○H25.1月以降に整備された道路事業により、交通状況の変化が想定される主要渋滞箇所（対策済箇所）のフォローアップ結果
一覧を以下に示す。

○フォローアップの結果、全箇所において主要渋滞箇所の特定要件をクリアしていない。

■宮崎県北エリアにおける対策済箇所（６箇所）のモニタリング結果

データ：選定時（H24.4～H24.8プローブデータ）、最新（H30.4～H30.9ETC2.0プローブ情報）

注２）ハッチング箇所は選定時に20km/h未満の箇所を示す

注１）赤字は20km/h未満の箇所を示す

＜道路整備が行われた主要渋滞箇所の点検結果＞

平日
朝ピーク

平日
夕ピーク

休日
昼間12H

平日
朝ピーク

平日
夕ピーク

休日
昼間12H

北東 国道10号 30.4 28.5 37.2 26.1 22.5 33.9
南西 国道10号 20.3 22.0 23.5 18.4 25.5 26.9
北西 市道 12.0 11.5 13.1 - - -
南東 市道 11.6 9.6 12.0 - - -
北 国道10号 15.0 11.9 12.6 21.0 16.5 21.4
南 国道10号 44.1 40.9 39.6 33.5 32.4 34.8
西 市道 12.9 6.6 7.9 - - -
東 市道 11.1 10.8 13.2 - - -
北 国道10号 49.0 29.6 40.8 45.8 23.4 37.1
南 国道10号 28.1 24.1 27.7 22.5 22.0 22.9
西 市道 17.2 14.6 17.0 12.9 10.5 11.0
東 市道 3.5 3.8 3.6 5.7 4.3 5.2
北 主49号 32.0 34.4 38.5 25.7 24.9 33.4
西 県道226号 34.6 35.1 40.9 33.5 33.3 36.0
東 主49号 24.0 8.0 9.4 6.7 7.7 11.8
北 国道10号 32.2 38.2 35.7 24.0 22.7 21.0
南 国道10号 46.2 43.0 42.3 21.5 23.1 21.2
東 県道15号 39.9 39.6 32.3 32.3 30.8 34.4
西 国道327号 - - - 9.9 9.2 11.5
北東 国道10号 31.5 39.1 38.6 32.6 40.4 40.7
南西 国道10号 45.7 28.6 38.2 50.1 44.2 49.4
南 県道231号 6.8 4.9 7.8 3.5 5.1 5.9

路線名エリア 交差点名 事業名
整備
時期

方角

①選定時 ②最新
特定要件

クリア
旅行速度（km/h） 旅行速度（km/h）

延岡市 中の瀬町
中の瀬町交差点改良
・右折レーンの延伸
・停止線前出し

H27.3 -

延岡市 出北3(仮)
出北3丁目交差点改良
・右折レーンの延伸

H29.3 -

延岡市 雷管通り
雷管通り交差点改良
・右折レーンの延伸

H26.2 -

日向市 お倉ヶ浜 東九州自動車道(日向IC～都農IC) H26.3 -

延岡市 土々呂5
北方土々呂線（土々呂工区）
・左折レーンの新設　等

H30.1 -

日向市 美々津中入口 東九州自動車道(日向IC～都農IC) H26.3 -



■ 現在の主要渋滞箇所（一般道）の解除手順

9

○主要渋滞箇所の解除については、最新のデータや現地状況等を確認し、各箇所毎に協議会で判断して解除を行う。

主要渋滞箇所

未対策箇所 対策済箇所

速度向上要因検証

※現地状況確認等 要因有

要因不明（数年間モニタリング）

（渋滞協議論）
引き続き主要渋滞箇所
として登録する判断

（渋滞協報告）
引き続き主要渋滞箇所として登録 （渋滞協議論）

解除箇所の判断
※協議会資料等で公表（渋滞協議論）ＷＧ・道路管理者等で検証、立案され

た対策 等

解除箇所

渋滞対策
協議会

現地状況確認
※渋滞状況

渋滞緩和渋滞有

ＹＥＳＮＯ

主要渋滞箇所の特定要件をクリア

▼主要渋滞箇所（一般道）の特定要件

曜日・時間帯 特定要件

平日 朝 （7時～9時） 平均速度
20km/h未満
※いずれか一方向

でも該当する箇所

平日 夕 （17時～19時）

休日 昼 （7時～19時）２１７箇所

２箇所

２箇所

０箇所

２１９箇所

０箇所０箇所

０箇所

２．最新データによるモニタリング結果 （２）現在の主要渋滞箇所の解除手順
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○最新交通データ（H30.4～H30.9）で特定要件をクリアした主要渋滞箇所（未対策箇所）のフォローアップ結果一覧を以下に示す。
○今年度、特定要件をクリアした以下の２箇所について現地確認を実施。

＜宮崎県北エリア＞

データ：選定時（H24.4～H24.8プローブデータ）、最新（H30.4～H30.9ETC2.0プローブ情報）

注１）赤字は20km/h未満の箇所を示す

注２）ハッチング箇所は選定時に20km/h未満の箇所を示す

２．最新データによるモニタリング結果

○全方向・全時間帯で特定要件（20km/h以上）をクリア。
○現地確認において、混雑を確認。

平日
朝ピーク

平日
夕ピーク

休日
昼間12H

平日
朝ピーク

平日
夕ピーク

休日
昼間12H

南西 国道10号 27.6 27.3 27.9 33.3 31.5 29.8

北東 国道10号 15.2 22.7 27.9 27.3 25.9 27.9

南 主13号 21.4 26.9 35.5 27.6 28.3 29.0

西 国道10号 25.1 29.6 29.1 28.8 30.3 31.1

東 国道10号 17.9 36.8 25.5 27.9 29.3 33.6

宮崎市
高岡町
宮水流

－ －

旅行速度（km/h） 旅行速度（km/h） 特定要件
クリア

現地確認

宮崎市 新名爪（仮） － －

路線名

○

エリア 交差点名 事業名 整備時期 方角

○

×
（渋滞あり）

×
（渋滞あり）

①選定時 ②最新

（２）現在の主要渋滞箇所の解除手順
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■ 主要渋滞箇所（一般道）の取扱（解除）について

２．最新データによるモニタリング結果

・主要渋滞箇所の解除については、最新のデータや現地状況等を確認し、各箇所毎に協議会で判断して解除を行う

渋滞対策
協議会

ＮＯＹＥＳ

渋滞有り

渋滞有り

渋滞無し

ＮＯＹＥＳ

要因有り

要因不明

ＹＥＳ

ＮＯ

渋滞無し

渋滞無し
渋滞有り

主要渋滞箇所の特定解除
※協議会資料等で公表

主要渋滞箇所の経過観察
※定期的にモニタリングを実施

主要渋滞箇所

主要渋滞箇所の特定要件クリア

現地調査
※渋滞長等を計測

通過時間の検証
※信号待ち２回以上の

台数シェアをデータにより検証

対策済箇所 未対策箇所

主要渋滞箇所の特定要件クリア

速度向上要因検証
※交通状況や沿道状況等

の変化を確認

数年間モニタリング
※概ね２年間のモニタリングで

特定要件をクリア

現地確認
※渋滞の有無を確認

（３）主要渋滞箇所の解除フローの見直し（案）
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■ 主要渋滞箇所における評価方法（例）

２．最新データによるモニタリング結果 （３）主要渋滞箇所の解除フローの見直し（案）

・主道路である国道202号は、4車線化により、旅行速度が20km/h以上に向上している
・従道路である県道563号の「方向③」は、赤信号による停車時間のロスにより旅行速度が20km/hを下回るが、現地調査や通過時
間を検証した結果、渋滞は確認されなかった

・以上の結果から、“主要渋滞箇所を解除”する



３．各管理者による渋滞対策の取組み

13

（１）渋滞対策の進め方

（３）道路・交通管理者による個別の取組み
道路・交通管理者から、実施済または実施予定の取組みを紹介

（２）主な道路事業
宮崎市周辺エリアおよび都城市周辺エリアにおける

既存のハード対策事業について説明



３．各管理者による渋滞対策の取組み （１）渋滞対策の進め方

14

○道路事業がある主要渋滞箇所のうち、対策中の箇所は引き続き事業を推進、対策済箇所は効果検証を行う。
○道路事業がない主要渋滞箇所については、中長期の道路整備や局所的な交差点改良等を検討していく。
○今後は道路事業の有無にかかわらず、宮崎県全体でソフト対策の対応方針を検討していく。

道路事業なし道路事業あり

・対策済箇所
⇒効果を検証

ソフト対策の対応方針を検討 ※道路を賢く使う視点で検討

対策例；
○交通手段の変更：バス・自転車の利用促進
○交通需要の抑制（利用時間帯の変更）：ﾉｰﾏｲｶｰﾃﾞｰの推進、時差出勤の導入
○経路の変更：「案内標識、情報板」による渋滞状況の提供

宮崎県の主要渋滞箇所 219箇所

・対策中箇所
⇒引き続き対策事業を推進

現地の交通状況を
再度確認

・渋滞要因を踏まえ、容量拡大等の対策を検討

⇒宮崎県内の交通特性を踏まえ、必要に応じて
中長期の道路整備を検討

⇒局所的な短期対策（ハード対策）を検討
対策例）車線運用の変更、右折車線の設置・延伸

93箇所
宮崎市：59箇所 都城市：16箇所
延岡市：13箇所 日向市：2箇所

その他エリア：3箇所

126箇所
宮崎市：73箇所 都城市：21箇所
延岡市：19箇所 日向市：7箇所

その他エリア：6箇所



対策検討中

45%既存対策案あり

45%

経過観察中

11%

15

6

4

2

5

1

【主要渋滞箇所】

… 今後、具体的な対策を検討する箇所（対策検討中箇所）
… 計画事業によって解消・緩和効果が見込まれる箇所
… 計画事業の整備が完了し経過観察中の箇所
… 対策等により、主要渋滞箇所から解除した箇所

○宮崎西環状線等の環状道路の整備および市街地部の道路整備に
より、交通容量の拡大を図っている。

○一方、宮崎市周辺の主要渋滞箇所132箇所のうち、市中心部等に
対策検討中箇所が59箇所存在（約4割）し、課題となっている。

○対策検討中箇所のハード・ソフト対策検討に加え、対策の有無に
関わらず、ピンポイント対策等の新規対策案検討を進める。

＜対策実施状況＞

約４割

7

N=132

3

9

13

12

11

10

8

14

15

16

N

番号 事業名 開通年月

1 川原通線（出来島工区） H25.3

2 飛江田山内川線 H25.10

3 中村木崎線（恒久工区） H25.12

4 新名爪交差点改良 H26.11

5 中村木崎線（津和田工区） H27.6

6 宮崎西環状線（松橋工区） H27.12

7 吉村通線（曽師工区） H30.6

8 国冨スマートIC(仮称) ―

9 広瀬バイパス ―

10 吉村通線（大町工区） ―

11 宮崎駅東通線（西中工区、2・3工区） ―

12 昭和通線（小戸之橋架替工事） ―

13 宮崎西環状線（古城工区） ―

14 芳士四本松線3工区 ―

15 吉村通線2工区 ―

16 吉村通線3工区 ―

17 宮崎インター佐土原線（一の宮工区） ―

宮崎西IC

＜位置図＞

N

宮崎市
周辺エリア

箇所：単独で主要渋滞箇所を形成
区間：交差点等が連担するなど、

速度低下区間が連続しており、
複数の主要渋滞箇所を含む区間

17

凡 例

宮崎西環状線（未供用）

宮崎西環状線（供用中）

対策事業区間（事業中）

対策事業区間（開通済）

スマートIC（事業中）

局所対策箇所（事業中）

局所対策箇所（完了）

＜その他＞

市中心部

＜道路種別＞

＜対策＞

高速道路

直轄国道

一般県道以上

＜主要渋滞箇所＞
区間

（２）主な道路事業（宮崎市周辺エリア）３．各管理者による渋滞対策の取組み
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内
環
状
軸

中
環
状
軸

外
環
状
軸

都
城
道
路

(

主)

都
城

東
環
状
線

都
城
志
布
志
道
路

(

一)

飯
野
松
山

都
城
線

N

国道269号や国道222号の
市街地部等に

対策検討中箇所が集中

山之口スマートIC

：通過交通の流れ(現況)
：通過交通の流れ(将来)

【主要渋滞箇所】

… 今後、具体的な対策を検討する箇所（対策検討中箇所）
… 計画事業によって解消・緩和効果が見込まれる箇所
… 計画事業の整備が完了し経過観察中の箇所

凡 例

＜道路種別＞

＜対策＞

スマートI C （完了）

高速道路

直轄国道

一般県道以上

対策事業区間（事業中）

対策事業区間（開通済）

＜主要渋滞箇所＞

対策検討中

43%
既存対策案あり

57%

N=37

＜対策実施状況＞

梅北IC

金御岳IC

H3
0.
2開

通
L=
2.
5k
m

約４割

乙房IC（仮称）

横市IC

平塚IC

五十町IC

今町IC

都
城
道
路

（

期
）

Ⅱ

○都城志布志道路等の整備により、渋滞軽減を図っている。（横市ＩＣ～平塚ＩＣ：H31.3.17開通予定、乙房ＩＣ～横市ＩＣ：H33開通予定）

→事業が完了すれば、国道10号等の渋滞軽減が期待される。
○一方、都城市周辺エリアの主要渋滞箇所37箇所のうち、都城市中心部等に対策検討中箇所が16箇所存在（約4割) し、課題

となっている。
○対策検討中箇所のハード・ソフト対策検討に加え、対策の有無に関わらず、ピンポイント対策等の新規対策案検討を進める。

N

＜位置図＞

区間

都城市
周辺エリア

都北IC（仮称）

高木IC（仮称）

（２）主な道路事業（都城市周辺エリア）３．各管理者による渋滞対策の取組み
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○環状交通軸（延岡西環状線）や市街地中心縦断軸（（県）稲葉崎平原線）の整備により、渋滞軽減を図る。
○延岡市・日向市周辺エリアの主要渋滞箇所45箇所のうち、延岡市8箇所、日向市2箇所については対策実施済み。
○日向市の4箇所は、東九州自動車道の整備により渋滞解消が確認されたため、H29年度に主要渋滞箇所から解除済み。
○対策検討中箇所のハード・ソフト対策検討に加え、対策の有無に関わらず、ピンポイント対策等の新規対策案検討を進める。

（２）主な道路事業（延岡市・日向市周辺エリア）３．各管理者による渋滞対策の取組み

延岡市周辺 日向市周辺

（県）高鍋美々津線
（東都農（日向）工区）

（国）国道10号門川日向拡幅
（財光寺地区）（長江～木原）

（県）土々呂日向線
（中町工区）

（県）稲葉崎平原線
（構口工区）

N

延岡西環状線

（県）北方土々呂線
（土々呂工区）

（県）岩戸延岡線
（中川原工区）

【主要渋滞箇所】

… 今後、具体的な対策を検討する箇所（対策検討中箇所）
… 計画事業によって解消・緩和効果が見込まれる箇所
… 計画事業の整備が完了し経過観察中の箇所
… 対策等により、主要渋滞箇所から解除した箇所

区間

凡 例

対策事業区間（事業中）

対策事業区間（開通済）

＜道路種別＞

＜主要渋滞個所＞

＜対策＞

スマートIC（完成）

高速道路

直轄国道

一般県道以上

N

延岡市・日向市の各地点で
対策検討中箇所が存在

区間：交差点が連担するなど、速度低下
箇所が 連続しており、複数の主要渋滞
個所を含む区間

粟野名
延岡港入口（仮）
中川原町3
萩町（仮）
延岡駅前
北小路２（仮）
祇園町
瀬之口町
恒富中入口
愛宕山入口
伊達町
伊達町2
南延岡駅前
平原2
雷管通り
別府（仮）
旭ヶ丘
松原町
松原町3
土々呂
土々呂5
土々呂町6
船越
長江
五十猛神社前

8

5

6

7

2

3

4

区間
番号

交差点名

1
1 中の瀬町
2 日の出町
3 浜砂1
4 出北
5 出北3(仮)
6 延岡市役所入口
7 伊達町1
8 平原町
9 伊形町（仮）
10 仙ヶ崎
11 新開橋
12 新生町
13 中の原
14 お倉ヶ浜
15 日向IC入口
16 お倉ヶ浜海水浴場入口
17 道の駅入口
18 消防南分遺署前
19 美々津
20 美々津中入口

交差点名
個別
番号

[区間整理箇所] [個別整理箇所]

対策検討中, 
2箇所, 15%

既存対策案

あり, 5箇所, 
39%

経過観察

中, 2箇所, 
15%

解除済み,
4箇所, 31%

日向市周辺

13箇所

対策検討

中, 13箇所, 
41%

既存対策案あ

り, 11箇所, 
34%

経過観察中, 
8箇所, 25%

延岡市周辺

32箇所
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○宮崎西環状線（芳士ランプ～浮田ランプ）の完成（H27.12）により、延岡方面 ⇔ 都城方面の往来については、国道10号経由
に比べ約10分以上短縮される。

○このため、国道10号から宮崎西環状線への経路誘導を目的に、両路線が接続する芳士ランプ、浮田ランプの案内標識の表
示を変更し、利便性の向上と宮崎市街地への流入減少による渋滞緩和を図る。（H31.3完了予定）

■情報提供による環状線への案内誘導

［浮 田ラ ンプ］

［芳 士ラ ンプ ］

2

4

3

3

2

1

4

1

3

2

2

1

1

2

3

3

1

2 1
3

県
道
9号

宮
崎
西
環
状
線

国道 1 0 号

＜宮崎西環状線位置図＞

変更前

至

都
城
市

至 延岡市

＜案内標識の表示変更の事例＞

上
り

下
り

[芳士ランプ] 1 の場合

[浮田ランプ] 3 の場合

国土交通省

変更後

変更前 変更後

凡 例

1

1

： 県道 9号 (上 り 車線 )

： 県道 9号 (下 り 車線 )

： 国道 1 0 号 ( 上り 車 線 )

： 国道 1 0 号 ( 下り 車 線 )1

1



至 延岡市

至 日南市

至 都城市

10

10

220

宮崎市役所
宮崎県庁

宮崎駅

N

宮崎臨海公園

19

【渋滞要因】右折交通が多く、右折車両が直進車両を阻害して渋滞が発生。
⇒方向Aは時差式で、右折車両は対向車両の様子を伺いながらの右折を行っているため、交通処理効率が低下。

【対策】方向Aを矢印による右折・直進表示に変更することで、右折の交通処理効率が向上。
併せて、方向C側に矢印による左折表示を追加することで、更なる交通処理効率の向上を図る。 （H31.2実施完了）
※本交差点の国道10号上りは転回禁止の規制区間であることから、方向Aからの転回車両と方向C左折車両との交錯はない。

■信号現示の変更（国道10号 宮崎東高前（仮）交差点）

＜対策内容＞

⽅向Ａ⽅向Ｂ

至 延岡市

至 日南市

宮崎東高前（仮）交差点

＜渋滞状況＞

右折車両により直進車線の車線
閉塞が発生

＜位置図＞

宮崎東高前（仮）
交差点

N

N

至

日
南
市

至 宮崎臨海公園

至

延
岡
市

⽅向Ａ⽅向Ｂ

N

至

日
南
市

至 宮崎臨海公園

至

延
岡
市

対策後現状

方向Ｂ

方向Ｃ

方向Ａ 方向Ｂ

方向Ｃ

方向Ａ

矢印による右折・
直進表示に変更

矢印による左折表示
追加により更なる
交通処理効率向上

時差式で右折車両は
対向車両の様子を
伺いながら右折

国道10号国道10号

宮崎県警

３．各管理者による渋滞対策の取組み （３）道路・交通管理者による個別の取組み
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■右折専用レーン延伸（宮崎インター佐土原線 一の宮交差点）

【渋滞要因】右折レーンが短いため、右折車両の滞留により直進レーンが閉鎖され、渋滞を引き起こしている。
【対策】右折専用レーンを延伸する計画。（H30年度完成予定）

整備後

＜位置図＞

＜現地状況＞

＜整備内容＞

主要渋滞箇所
一の宮

N 整備前

g

CO

CO

下

下

F

下

信

信

仕

仕

F

g

AS

AS

g

AS

信

信

仕 外

信 仕

信

外

汚 汚 汚汚

外 信

制

下

KBM.2 H=3.259

宮崎県道路台帳標高表示固定点 H=3.710

はまゆう
ケアセンター

パチンコTAKARA

駐車場

宮
崎
銀
行
一
の
宮
支
店

セブンイレブン
宮崎一の宮町店

カーミニーク
宮崎店

日ノ出
アパート

駐車場

インターネットカフェ
快活クラブ

宮崎ヤナセ

美容室
M-CUBE

南日本環境センター
宮崎営業所

県
道

案
内

標
識

門
型

警
察

シ
ス

テ
ム

県
道

案
内

標
識

規制標識
逆Ｌ型

消火栓案内標識
単柱

規制標識
逆Ｌ型

一の宮バス停

一の宮バス停

案内標示板

感知器

φ150DIP

φ75MDIP

φ100RVP

φ100RVP

φ
1
0
0
R
V
P

φ
7
5
R
V
P

φ
1
5
0
D
I
P

φ
5
0
V
P

φ
5
0
V
P

φ
1
0
0
D
C
I
P

下 下

下

下 下

下

下

下

下
下

下下

下

下

下下下下
下

下

信号機

Ｂ
Ｂ

Ｄ Ｄ

Ｃ

Ｃ Ａ

Ａ

右折専用レーン
L=40m

右折専用レーン
L=35m

県道宮崎インター佐土原線

至 市役所

至 イオンモール宮崎

至 宮崎港

県道宮崎島之内線
至 宮崎IC

主要渋滞箇所
一の宮

N

整備後

g

CO

CO

下

下

F

下

信

信

仕

仕

F

g

AS

AS

g

AS

信

信

仕 外

信 仕

信

外

汚 汚 汚汚

外 信

制

下

KBM.2 H=3.259

宮崎県道路台帳標高表示固定点 H=3.710

はまゆう
ケアセンター

パチンコTAKARA

駐車場

宮
崎
銀
行
一
の
宮
支
店

セブンイレブン
宮崎一の宮町店

カーミニーク
宮崎店

日ノ出
アパート

駐車場

インターネットカフェ
快活クラブ

宮崎ヤナセ

美容室
M-CUBE

南日本環境センター
宮崎営業所

県
道

案
内

標
識

門
型

警
察

シ
ス

テ
ム

県
道

案
内

標
識

規制標識
逆Ｌ型

消火栓案内標識
単柱

規制標識
逆Ｌ型

一の宮バス停

一の宮バス停

案内標示板

感知器

φ150DIP

φ75MDIP

φ100RVP

φ100RVP

φ
1
0
0
R
V
P

φ
7
5
R
V
P

φ
1
5
0
D
I
P

φ
5
0
V
P

φ
5
0
V
P

φ
1
0
0
D
C
I
P

下 下

下

下 下

下

下

下

下
下

下下

下

下

下下下下
下

下

信号機

Ｂ
Ｂ

Ｄ Ｄ

Ｃ

Ｃ Ａ

Ａ

12.0m

12
.0
m

17
.0
m

17.0m20.0m

20
.0
m

3
6
.
0
m

36.0m

3
6
.
0
m

36.0m

15
.0
m

10
.0
m

10.0m

15.0m 30.0m

3
0
.
0
m

3
0
.
0
m

30.0m

右折専用レーン延伸
L=40m⇒80m

右折専用レーン延伸
L=35m⇒70m

県道宮崎インター佐土原線

至 市役所

至 イオンモール宮崎

至 宮崎港

県道宮崎島之内線

至 宮崎IC

H30年度完成予定

写真

主要渋滞箇所
一の宮

N

至 イオンモール宮崎

宮崎県
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■左折専用レーンの新設等（北方土々呂線 土々呂５交差点）

【渋滞要因】県道北方土々呂線から左折し、国道１０号に向かう車両が多く、踏切前後の幅員狭小区間で車両が渋滞し、その影
響が県道渋滞箇所（土々呂5交差点）まで影響していた。

【対策】県道北方土々呂線に左折専用レーンを新設し、踏切を含めた線形改良と道路拡幅を実施した。（H30．1月完成）

＜位置図＞

主要渋滞箇所
土々呂5交差点

＜現地状況＞

T.12-3

T12-5

T12-6
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制御
通信

通信
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U400

U400

Co
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As
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AsAs
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Φ300

2.73

2.48

2.54

2.66

2.79

2.65

2.62

2.76

2.27

2.22

2.28

2.37

2.33

2.45

2.41

2.33
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(1.91)

(1.95)
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T.4
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2.76
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2.55
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3.12

2.66

2.86

2.80

2.83

2.79

2.32

2.23

2.19
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2.44
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2.76

2.73
2.69

2.78
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2.67
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(1.86)
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国道10号

中村踏切

県道土々呂日向線

県道北方土々呂線

至 宮崎市

至 延岡市街地

クランクで幅員狭い ②

①

主要渋滞箇所
土々呂5交差点
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至 宮崎市

至 延岡市街地

④

③

主要渋滞箇所
土々呂5交差点

整備前

整備後

整備前 整備後

④②

③①

N

N
N

＜整備内容＞

線形改良・道路拡幅

至 土々呂５交差点

至 土々呂交差点

土々呂交差点

土々呂交差点

至 土々呂交差点

至 土々呂５交差点

至 土々呂５交差点

至 延岡市街地至 延岡市街地

土々呂交差点

至 土々呂５交差点

至 延岡市街地

至 宮崎市

至 宮崎市

宮崎県

３．各管理者による渋滞対策の取組み （３）道路・交通管理者による個別の取組み
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■道路拡幅（吉村通線・芳士四本松線）

○主要渋滞区間に並行する市道（吉村通線、芳士四本松線）の未改良区間を整備することにより、交通の分散を促し、
国道10号等の混雑緩和に寄与する。

＜位置図＞ ＜標準横断図＞

吉村通線

至 延岡市

至 日南市

芳士四本松線

整備前（吉村通線2工区）

＜現地写真＞

整備後（吉村通線2工区）

凡例

：事業区間
：整備済み区間
：未改良区間

：主要渋滞箇所

写真

N

至 日南市

至 日南市

宮崎市

３．各管理者による渋滞対策の取組み （３）道路・交通管理者による個別の取組み
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■自転車利用促進（シェアサイクル）

○公共交通を補完する交通手段として、交通混雑の緩和や、回遊性の向上による地域の活性化等が期待され、シェアサイクル
が全国的な広がりを見せている。

○平成30年7月24日に宮崎交通㈱がシェアサイクル事業「宮交P!PPA（ピッパ）」を開始したことに伴い、宮崎市と宮崎交通㈱が
共同で行う実証実験として、公有地にサイクルポートを設置し、シェアサイクルにおける「公共交通を補完する交通機関として
の効果」や「公有地利用の有効性」等の検証を行う。

＜ポート設置箇所＞ ＜公共ポートの状況＞

＜サイクルポート一覧＞

宮崎駅東口ポート（No4） 市民プラザポート（No11）

①

②

③

⑤

⑥

⑦

⑩⑨
⑧

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

宮
崎
駅

宮崎市役所

宮崎県庁

南
宮
崎
駅

⑱

⑰

○ 公共ポート
○ 民間ポート
（平成3１年1月末時点）

⑲

⑳

21

22

⑯

④

宮崎市

３．各管理者による渋滞対策の取組み （３）道路・交通管理者による個別の取組み
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■右折専用レーン新設（市道鷹尾上長飯線・市道桜馬場線 早水公園（仮）交差点）

【渋滞要因】各方向からの右折滞留によって直進車閉塞が発生。また、方向Ｃの歩道が無い区間において、歩行者を避ける車
による速度低下も発生していた。
【対策】市道鷹尾上長飯通線の道路改良にて、歩道を整備するとともに、右折専用レーンを新設。（H30.11完成）
【効果】現地状況より、渋滞緩和への一定の効果を確認

方向Ａ

方向Ｂ

方向Ｄ

方向Ｃ

早水踏切

早水公園（仮）
交差点

至 鹿児島県

至 都城駅

N

至 宮崎市 至 日南市＜位置図＞

整備後整備前

＜整備内容＞

＜現地状況＞

国土地理院
P7参照
みやこのじょうしやくしょ
みやこのじょうえきを入れる
速水公園
P9参照

向きを変える⇒（↓あわせる）
右折滞留長→右折専用帯の新設
撮影→写真①とかにする

航空写真
平成29年撮影

至 日南市

至 鹿児島県

10 269

都城市役所

都城駅

N 至 宮崎市

222

N

至 都城インター

至 鹿児島県

至 宮崎市
至 宮崎市

至 鹿児島県

至 日南市

至 都城駅

都城市

３．各管理者による渋滞対策の取組み （３）道路・交通管理者による個別の取組み



３．各管理者による渋滞対策の取組み （３）道路・交通管理者による個別の取組み
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■時差出勤

○延岡市では、H29年8月～11月、H30年8月～11月までの期間で時差出勤を実施。
○8月9月は早出勤（ゆう活）し、10月11月は遅出勤も追加し、幅広いニーズに対応した勤務時間で実施。
〇祇園町交差点の北・東側流入部について、朝ピーク時に速度向上が確認されており、引き続き対策効果の検証を進める。

延岡市

実施前（Ｈ28.8～Ｈ28.11 7時台） 実施中（Ｈ29.8～Ｈ29.11 7時台）

延岡市役所 延岡市役所

※出典：ETC2.0 様式2-3

＜時差出勤時の混雑状況の変化＞
実施中（Ｈ30.8～Ｈ30.11 7時台）

● ●

祇
園
町

祇
園
町

東側流入部において、
速度が２０ｋｍ/ｈ以上
に改善

●

延岡市役所

●

祇
園
町

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●

●
●

●

●

●

●

●

●

延岡市役所

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●

●
●

●

●

●

●

●

延岡市役所

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●●

●
●

●

●

●

●

●

●

● 主要渋滞箇所



３．各管理者による渋滞対策の取組み （３）道路・交通管理者による個別の取組み

○延岡市南部の国道１０号（旭ヶ丘交差点～舟越交差点間）では、延岡南道路の料金抵抗を避けた大型車が当区間を利用
し市街地へ流入・通過するため、慢性的に渋滞が発生。

○H31年度に延岡南道路の料金低減施策を実施することにより、通過する大型車の交通転換が図られ渋滞緩和が期待される。

■延岡南道路の料金低減施策

旭ヶ丘
松原町

至

門
川
町

至

延
岡
市

至

中
心
部

データ：九州地方整備局HPより

主要渋滞交差点

国道１０号

土々呂町６

松原町３

船越

土々呂

高速道路へ大型車の
交通転換が期待される

東九州自動車道

NEXCO区間（有料区間）

至 門川・日向

至 延岡市街地

至 門川・日向

至 延岡市街地

【写真①：旭ヶ丘交差点付近】

【写真②：松原町交差点付近】

延岡南道路（延岡南IC～門川IC）

軽 普 中 大 特大

現状 260円 410円 930円

変更後（H31年度） 240円 280円 350円

特に、大型・特大の料金低減が
大きく、国道10号からの転換が期待

門川IC

延岡南IC

■位置図■位置図

国道10号
旭ヶ丘交差点～舟越交差点

位置図

宮崎市

延岡市

西日本高速道路

※ETC車のみ料金低減

26
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■エコ通勤優良事業所の認証取得拡大に向けた取組

３．エコ通勤優良事業所認証制度とは？
エコ通勤に関して高い意識を持ち、

エコ通勤に関する取り組みを自主的
かつ積極的に推進している事業所を
優良事業所として認証し、登録する制
度です。優良な取り組みを広く国民に
周知することにより、エコ通勤の普及
促進を図ることを目的としています。

公共交通利用推進等マネジメント協
議会（認証制度事務局：国土交通省、
財団法人交通エコロジー・モビリティ
ー財団）が認証・登録します。

登録証が交付され、そのコピーやロゴ
マークが自社のホームページや印刷物
などで自由に使用できます。

特に優秀な取り組みを行った事業所は、
国土交通大臣表彰及び九州運輸局長表
彰に推薦されることがあります。

１．エコ通勤とは？

一般的には、「環境にやさしい交通手段で通勤すること」を意味します。具体的に
は、通勤手段をマイカーからより環境負荷の少ない電車やバス、自転車、徒歩など
へ転換する取り組みのことを指します。地球温暖化の防止、渋滞緩和、事故の削減
などの他、公共交通機関の維持や地域の活性化につながることもあります。

２．エコ通勤のメリット
地域にとって

・周辺地域の通勤時間帯の渋滞緩和が期待できます。
・公共交通の利用者数の増加⇔公共交通サービス水準の向上等が期待できます。
・地球温暖化防止に寄与します。

事業所にとって
・企業イメージの向上が図られます。
・マイカー通勤者のための駐車場経費の削減、社有地の有効利用につながります。
・従業員の健康増進、通勤時の事故減少、定時出勤に寄与します。

従業員にとって
・公共交通や自転車、徒歩での通勤は、健康増進にも役立ちます。
・渋滞に巻き込まれずに通勤できます。
・交通事故にあう確率が低減し、安全に通勤できます。

４．宮崎運輸支局の取り組み状況

宮崎県内では、宮崎県、宮崎市及び宮崎運輸支局の３事業所しか優良事業所と
して認証・登録されておりませんので、優良認証事業所の拡大に向け、以下のよう
な取り組みを行っています。

①各種イベントにおいてエコ通勤優良事業所の認証取得パンフレットの配布によ
る周知活動
平成30年度取り組み
・「宮崎市環境ミニフェア」宮崎市主催（6月2日）
・「トラックの日チャリティーフェスティバル」宮崎県トラック協会主催（10月7日）
・「第58回ガス展」宮崎ガス（株）主催（11月2日～4日）

②公共交通利用促進の観点から自治体の公共交通担当部署を訪問し、優良事業
所の認証取得に向けた取組のお願い
・訪問自治体

日向市役所、都城市役所、小林市役所、延岡市役所、日南市役所
・訪問交通事業者

宮崎交通株式会社

国土交通省
九州運輸局

３．各管理者による渋滞対策の取組み （３）道路・交通管理者による個別の取組み
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■エコ通勤優良事業所の認証取得拡大に向けた取組
（参考）エコ通勤チラシ

国土交通省
九州運輸局

３．各管理者による渋滞対策の取組み （３）道路・交通管理者による個別の取組み
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○現在実施中のソフト施策を踏まえ、新しいソフト対策実施までの今後のスケジュールを以下に示す。
○今回協議会では、公共交通の問題点・課題の整理、ソフト対策の方向性の整理を実施。

■新たなソフト対策（社会実験）実施までのスケジュール

４．新たなソフト対策について

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度

第１回渋滞協
（H30.8.3）

各エリアWG
（H31.2） 第２回渋滞協 渋滞対策協議会・WG（ 2回 ） 渋滞協・WG 渋滞協・WG

こ
れ
ま
で
の
ソ
フ
ト
対
策
等
の
実
施
状
況
の
確
認

宮
崎
エ
リ
ア
の
対
策
検
討
方
針
を
提
示

ソ
フ
ト
対
策
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
明
確
化

（
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
る
Ｏ
Ｄ
分
析
）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
Ｏ
Ｄ
間
の
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
状
況
と

問
題
点
・
課
題
の
整
理

ソ
フ
ト
対
策
の
方
向
性
を
整
理

実
現
可
能
性
の
検
討
・
調
整
（
関
係
機
関
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
Ｏ
Ｄ
間
の
公
共
交
通
の
サ
ー
ビ
ス
状
況
と

問
題
点
・
課
題
の
整
理

宮
崎
県
に
お
け
る
ソ
フ
ト
対
策
の
検
討
・
立
案

ソ
フ
ト
対
策
（
案
）
の
選
定

役
割
分
担
の
確
認

社
会
実
験
等
の
準
備
・
実
施

社
会
実
験
等
の
効
果
・
検
証



N

延岡市・日向市周辺エリア（延岡市）

N

延岡市・日向市周辺エリア（日向市）

N

その他エリア（新富町・高鍋町）

30

○県内において、宮崎市周辺は主要渋滞箇所が約6割（132/219）集中しているため、まずは宮崎市周辺エリアを対象に
ソフト対策のターゲットを明確化し、公共交通の状況を整理する。

N N

都城市周辺エリア

宮崎市周辺エリア

都城市周辺エリア

宮崎市周辺エリア

その他エリア（新富町・高鍋町）

延岡市・日向市周辺エリア（日向市）

延岡市・日向市周辺エリア（延岡市）＜市町村別主要渋滞箇所数＞

（１）ソフト対策のターゲットの明確化４．新たなソフト対策について

直轄 宮崎県 市町村 合計
宮崎市周辺エリア 宮崎市 40 59 33 132

都城市 15 15 6 36
三股町 - 1 - 1
延岡市 13 13 5 31
日向市 6 3 - 9
門川町 1 - - 1
新富町 4 - - 4
高鍋町 2 - - 2
小林市 - 2 - 2
日南市 - 1 - 1

81 94 44 219

管理者

都城市周辺エリア

延岡市・日向市
周辺エリア

その他エリア

合計

対象エリア 市町村



②通勤・通学目的の自動車交通量が多いエリアの抽出

⇒中心部へ向かう人口のうち、自動車交通量が多い※

エリアを抽出

31

○就業者数・事業所数の分布等から宮崎市中心部を設定し、自動車交通量が多い連続したエリアを抽出、道路 ネットワーク、
住宅の張り付き状況を基に対象 エリアの設定を行った。
⇒北部は芳士ランプ周辺、西部は東九州自動車道、南部は（県）塩鶴木崎線までの内側を各エリアに設定。

宮崎市中心部

北部

西部

南部

対象エリアの範囲

0 1km 5km

データ：H27道路交通センサスODマスターデータ

自動車交通量（通勤通学）
■：100～500台/3h
■：500～1,000台/3h
■：1,000～1,500台/3h
■：1,500～2,000台/3h
■：2,000以上台/3h

■：宮崎市中心部

※6時～9時の朝ピーク時、通勤・通学目的で集計

▲ 設定エリア（宮崎市中心部への流動分布）

＜対象エリアの設定手順＞

①宮崎市中心部の設定
⇒就業者数・事業所数の分布、地形条件（河川・主要路

線）から宮崎市中心部を設定（境界は町丁目）

芳士ランプ

※1,000台/3h以上

③対象エリアの設定

⇒道路ネットワーク、住宅の張り付き状況等を踏まえ、対
象エリアを設定

＜対象エリア＞
北部：芳士ランプ周辺までのエリア
西部：東九州自動車道の内側までのエリア
南部：（県）塩鶴木崎線までのエリア

４．新たなソフト対策について （１）ソフト対策のターゲットの明確化
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○宮崎市を九州管内の人口が多い都市TOP10と比較すると、自家用車の利用率が比較的高い。［3位/10位］
○また、公共交通（鉄道・電車・バス）の利用率は、他都市と比較して低い。（特に鉄道・電車） ［7位/10位］
⇒宮崎市の交通状況は、約７割が自家用車となっている。

データ：H22国勢調査※九州管内の人口TOP10を表示
※5%未満の数値は非表示（宮崎市除く）

16%

54%

15%

38%

27%

22%

15%

31%

23%

9%

7%

17%

8%

8%

9%

23%

6%

8%

2% 76%

38%

73%

62%

67%

54%

80%

68%

75%

80%

2%

6%

7%

6%

11%

8%

6%

9%

9%

6%

1%宮崎市

福岡市

熊本市

北九州市

久留米市

長崎市

佐賀市

鹿児島市

大分市

佐世保市

徒歩だけ 鉄道・電車 乗合バス 勤め先・学校のバス 自家用車 ハイヤー・タクシー オートバイ 自転車 その他 不詳

N=19,836

N=226,798

N=67,416

N=63,708

N=36,731

N=32,525

N=29,628

N=26,583

N=12,580

N=26,389

▼ 従業地・通学地による利用交通手段の割合

■宮崎市における利用交通手段の割合

４．新たなソフト対策について （２）公共交通のサービス状況と問題点・課題の整理
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■自動車交通：宮崎市周辺の道路ネットワーク

10

宮崎西IC

宮崎IC

220

269

清武IC

10

北部

平和台大橋

宮崎駅

芳士ランプ

浮田ランプ

源藤交差点

中村交差点

0 1km 5km

南部

▲ 宮崎市周辺の就業者数（3次メッシュ）

西部

対象エリア

○南部は国道220号、国道269号、一ツ葉有料道路等があり、中心部に向かう際は5つの橋梁に交通が集中。
○西部は国道10号等があり、中心部に向かう際は3つの橋梁に交通が集中。
○北部は国道10号、一ツ葉有料道路、宮崎島之内線等があるが、通行路線が少なく交通が集中。
⇒中心部方向は、橋梁等の路線の集約により交通が集中するため、混雑が発生しやすい。

宮崎市
中心部

４．新たなソフト対策について （２）公共交通のサービス状況と問題点・課題の整理



路線名
①交通量
（台/日）

②交通容量
（台/日）

交通容量比
（①/②）

i 一般国道２６９号 29,316 20,218 1.45
j 一般国道２２０号 38,313 29,472 1.30
k (県)宮崎港宮崎停車場線 37,009 27,212 1.36
l 市道（小戸之橋）
m 市道 － － －
n 一ツ葉有料道路 9,745 14,992 0.65
合計 114,383 91,894 1.24

架け替え中

路線名
①交通量
（台/日）

②交通容量
（台/日）

交通容量比
（①/②）

e (主)宮崎須木線 15,348 14,758 1.04
f 市道 － － －
g 一般国道１０号 32,762 31,835 1.03
h 市道 － － －

合計 48,110 46,593 1.03

路線名
①交通量
（台/日）

②交通容量
（台/日）

交通容量比
（①/②）

O 一般国道２６９号 14,038 13,369 1.05
P 九州縦貫自動車道 14,781 44,847 0.33
Q (主)宮崎北郷線 1,980 7,615 0.26
R (県)学園木花台加江田線 444 2,468 0.18
S 一般国道２２０号 21,111 49,289 0.43
合計 52,354 117,588 0.45 34

■自動車交通：宮崎市周辺の混雑断面・路線位置

路線名
①交通量
（台/日）

②交通容量
（台/日）

交通容量比
（①/②）

A 一ツ葉有料道路 4,294 39,036 0.11
B (県)塩路佐土原線 18,329 12,728 1.44
C 一般国道１０号 22,100 14,615 1.51
D 一般国道２１９号 17,040 13,742 1.24
E (主)宮崎高鍋線 14,440 9,823 1.47
合計 76,203 89,944 0.85

路線名
①交通量
（台/日）

②交通容量
（台/日）

交通容量比
（①/②）

F 東九州自動車道 6,712 9,830 0.68
G (主)宮崎須木線 19,092 12560 1.52
H (県)木脇高岡線 715 3,576 0.20
I (主)南俣宮崎線 9,580 10,181 0.94
J (県)野首麓線 4,969 10,826 0.46
K 一般国道１０号 21,471 16,774 1.28
L (県)細江浮田線 3,698 8,217 0.45
M (県)宮崎田野線 6,547 9,353 0.70
N (主)高岡郡司分線 7,099 10,440 0.68
合計 79,883 91,757 0.87

：交通容量比1.0を超えてない箇所
：交通容量比1.0を超えてる箇所
：交通容量比1.25を超えてる箇所
：データ取得不能箇所

▲ 混雑断面・路線位置図

路線名
①交通量
（台/日）

②交通容量
（台/日）

交通容量比
（①/②）

a 一ツ葉有料道路 5,466 20,245 0.27
b (主)宮崎島之内線 19,210 13,528 1.42
c 一般国道１０号 31,251 27,656 1.13
d (主)宮崎高鍋線 16,553 13,349 1.24
合計 72,480 74,778 0.97

＜西部外断面＞

＜西部内断面＞

＜北部外断面＞

＜北部内断面＞

＜南部外断面＞

＜南部内断面＞

データ：H27道路交通センサス

○北部断面：外側断面・内側断面ともに個別路線で容量不足。
○西部断面：外側断面は個別路線で容量不足、内側断面は個別路線・断面※で容量不足。
○南部断面：外側断面は個別路線で容量不足、内側断面は個別路線・断面※で容量不足
⇒南部内断面・西部内断面では断面で容量不足であり、その他各個別路線でも容量不足となっているため流入交通量の削減や容量拡大が必要。

ABCDE
F

G

I

J
K

L

M
N

O
P

Q R S

abcde
f

g
h i j

南部
内断面

0 1km 5km

H

国道220号等の3路線が
交通容量比1.0以上

西部内断面

北部
内断面

北部外断面

南部外断面

k l mn

宮崎市
中心部

10

220

10

４．新たなソフト対策について （２）公共交通のサービス状況と問題点・課題の整理

※断面はデータ取得不能箇所を除く合計値
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○朝ピーク時は、20km/h以下の速度となっている路線が多数あり、宮崎市中心部は慢性的な渋滞が発生。
⇒宮崎市中心部への流入交通量の削減（自家用車→公共交通への転換等）が必要。

■自動車交通：宮崎市中心部の速度状況

▲ 朝ピーク時（7-8時台）平均旅行速度 データ：プローブデータ（H28.10）

10km/h未満
10～20km/h
20～30km/h
30～40km/h
40～50km/h
50km/h以上

宮崎駅

橘通り３丁目交差点

４．新たなソフト対策について （２）公共交通のサービス状況と問題点・課題の整理
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○鉄道ネットワークは南北に整備されている。
○周辺駅と比べて宮崎駅は乗車数が多い（約4,800人/日）が、他の九州管内主要駅の半分以下。
○朝ピーク時の宮崎駅方面への運行本数は、３～５本。（24～40分に1本のペースで運行）
⇒南北に鉄道が整備されており、宮崎駅は鉄道利用の中心地。
⇒九州管内の他地域と比べ乗車数は多くない。また、運行頻度も高くない。

■公共交通：鉄道ネットワーク

凡例
：快速・特急列車 停車駅
：普通列車のみ

宮崎

宮崎神宮

蓮ヶ池

南宮崎

田吉

宮崎空港

南方

加納

日向沓掛

清武

木花

南部

西部

北部

0 1km 5km

▲ 宮崎周辺の鉄道ネットワーク

※●：快速・特急・各駅列車停車駅
○：各駅列車停車駅

※運行本数は朝ピーク時（７～９時）に宮崎駅に到着する運行本数をカウント
※九州管内の県庁所在地の主要駅を参考として掲載

（博多駅、熊本駅、鹿児島駅は新幹線が停車する駅のため除外）

データ：H29年度乗車数（JR九州HPより）

▼ 各駅の平均乗車数・ﾋﾟｰｸ時本数

方面 鉄道 駅 平均乗車数
朝ﾋﾟｰｸ時
運行本数

中心 JR日豊本線 ●宮崎駅 4,782人/日 －

北部 JR日豊本線 ○宮崎神宮 545人/日 ３本
（40分に１本）○蓮ヶ池 100人/日

西部 － －

南部 都
城
方
面

JR日豊本線 ●南宮崎 1,960人/日 ３本
（40分に１本）○加納 100人/日

○清武 558人/日

○日向沓掛 －

日
南
方
面

JR日南線 ●田吉 － ５本
（24分に１本）●宮崎空港 909人/日

○南方 －

○木花 371人/日

参考
（他の九州
主要駅）

JR長崎本線 佐賀駅 12,535人/日 -

JR日豊本線 大分駅 19,421人/日 -

JR長崎本線 長崎駅 10,473人/日 -

４．新たなソフト対策について （２）公共交通のサービス状況と問題点・課題の整理
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■公共交通：バス本数・周辺人口

人口分布（人）

：バス路線が多く人口が集中している箇所
：バス路線対象箇所
：バス停

※地図上の数値は朝7時～9時間に
橘通り3丁目付近・宮崎駅に到着するバス本数

データ：H27国勢調査

宮崎市中心部

国富ヶ丘団地

14本

9本

6本

21本

6本

バス専用レーン規制区間
（平日 7:30～8:30、17:30～18:30）

５本

木花団地

0 1km 5km

希望ヶ丘団地

恒久

桜町

花ヶ島丘団地

7本

▲ 朝ピーク時バス本数・人口分布（4次メッシュ）

○朝ピーク時は、南部や北部の国道10号からのバス本数が多く、西部は少ない。
○南部・北部方面では、バス専用レーンが整備されている。
○バス本数が多い路線におけるバス停周辺の人口分布をみると、南部では希望ヶ丘団地・国富ヶ丘団地、木花団地周辺、中村、

恒久、北部は花ヶ島団地・桜町周辺が特に人口集中しているエリアとなっている。
⇒北部・南部は人口集中箇所をバス路線が通過しており、かつバス本数も多いため、バスの有効活用が可能。
⇒西部は他方面と比較すると、バス本数が少ない状況にある。

西部

北部

南部

４．新たなソフト対策について （２）公共交通のサービス状況と問題点・課題の整理
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＜自動車交通＞

〇宮崎市の交通状況は、約７割が自家用車となっている。
〇中心部へ向かう際は橋梁等により交通が集中するため、混雑が発生しやすい。
〇南部内断面・西部外断面をはじめ、各路線でも容量不足となっており、中心部でも慢性的

な渋滞が発生しているため、流入交通量の削減が必要。

自動車交通から公共交通等へ転換が必要
＜公共交通＞

（鉄道）
〇南北に鉄道が整備されており、宮崎駅は鉄道利用の中心地。
〇他地域と比べ乗車数は多くなく、運行頻度も高くない。

（バス）
〇中心部を基点に各方向にバス路線が整備されている。

南部・北部：朝ピーク時のバス本数が多くバスの有効活用が可能。
西部：朝ピーク時のバス本数が多方面と比べて少ない状況。

今後、更なる分析等により、公共交通等の利活用促進方策を検討

４．新たなソフト対策について （３）まとめ
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○ 人・物の輸送の効率化を図るため、渋滞対策協議会とトラックやバス等の利用者団体との連携を強化し、利用者目線で対策

箇所を特定した上で、即効性のある渋滞対策を実施

５．官民連携による渋滞対策 （１）取組みの概要
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○ トラック、バス、ハイヤー・タクシー各事業者から、全38箇所の要望が挙げられた。

５．官民連携による渋滞対策 （２）各事業者の要望箇所（渋滞指摘箇所）

事業者 市町村 路線番号 指摘箇所名

延岡市 国道10号　 土々呂付近

日向市 国道10号 財光寺
新名爪交差点付近
住吉駅付近
花ヶ島
橘通３丁目交差点付近
佐土原付近
日向大橋付近
江平五差路
宮崎県立病院前交差点
花見橋付近

国道220号 源藤交差点付近
国道269号 池田台～清武
県道11号 吉村町交差点

石崎付近
塩路交差点付近
大王町交差点～
赤江大橋付近

新富町 国道10号　 軍瀬付近
宮崎市 国道220号 源藤交差点付近

都城市内
平江交差点付近

宮崎県
トラック
事業者

鹿児島県
トラック
事業者

宮崎市

県道372号　

国道10号　

都城市 国道10号

事業者 市町村 路線番号 指摘箇所名

宮崎東高前交差点

日向住吉駅付近
国道220号 本郷ランプから宮崎市内方面
国道269号 宮崎市正手交差点付近

国道10号
宮崎市

宮崎県
バス

事業者

協会 市町村 路線番号 指摘箇所名

旭ヶ丘交差点付近
粟野名交差点付近
日出町１丁目交差点付近
松原交差点付近

県道16号 溝口交差点付近
日向市 国道327号 山崎精肉店付近

県道9号 京塚交差点付近
県道44号 矢の先交差点付近

東甲斐元交差点付近
平江交差点付近

国道222号 都城警察署前付近

延岡市
国道10号

宮崎市

国道10号
都城市

宮崎県
ハイヤー・
タクシー
事業者

＜トラック事業者指摘箇所＞ ＜バス事業者指摘箇所＞

＜ハイヤー・タクシー事業者指摘箇所＞

全国道路利用者会議第68回全国大会 道路整備促進に対する各地区要望事項より
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○右折交通が多く、右折車両が直進車両を阻害して渋滞が発生。
⇒【対策案】既存の道路幅の中で、右折レーンを延伸することで渋滞を緩和。

＜位置図＞ ＜対策案検討内容＞

108

宮崎県

宮崎県宮崎市
国道10号

宮崎東高前（仮）交差点

至 延岡市

至 日南市

宮崎東高前（仮）交差点

＜交通状況＞

【横断図】 右折車線：延伸

Ａ’ Ａ Ａ’

対策前

対策後

：右折滞留交通：通常交通

◆右折車両が直進車線まで滞留
◆直進車両を阻害し渋滞が発生

至

延
岡
市

至

日
南
市

至 宮崎港

至

日
南
市

至 宮崎港

既設右折レーン63m

右折レーンの延伸（63m→104.2m）

10

10

Ａ

Ａ’

資料：ETC2.0（H28年4月～H29年3月夕ピーク時）

（H30.1.22撮影）

右折車両により直進車線の車線
閉塞が発生

＜速度状況＞

Ａ

至

延
岡
市

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

20m未満 20～40m
未満

40～60m
未満

60～80m
未満

80～100m
未満

100～120m
未満

120～140m
未満

60km/h以上
40～60km/h
20～40km/h
10～20km/h

至

日
南
市

右折車線末尾から20km/h以下の低速割合が増加
⇒右折の車線閉塞の影響と想定される

60km/h以上
40～60km/h
20～40km/h
10～20km/h
10km/h以下

至

延
岡
市

宮崎東高前(仮)
交差点

５．官民連携による渋滞対策 （３）トラック・バス・タクシー事業者指摘箇所における対策

■右折専用レーン延伸（国道10号 宮崎東高前（仮）交差点） ※H31年度工事予定
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■右折専用レーン延伸（国道10号 日の出町交差点） ※H31対策実施予定箇所

○右折交通が多く、右折車両が直進車両を阻害して渋滞が発生。
⇒【対策案】既存の道路幅の中で右折レーンを延伸することで渋滞緩和が期待。

至大分

至宮崎

至熊本

日の出交差点

国道10号 日の出町交差点
＜位置図＞

宮崎市

延岡市

至 大分

至 宮崎

＜交通状況＞

＜位置図＞

10
10

上り

至

宮
崎
市

日の出交差点

日の出交差点

下り

至

大
分
市

至

宮
崎
市

至

大
分
市

：右折車

：直進車

＜主な対策内容＞

（対策前）

（対策後）

＜対策方針＞
◆右折レーンの延伸
◆停止線の前出し（二輪車停止線、自転車横断帯の撤去）

上り下り

＜現況＞
◆右折レーンの滞留長不足により直進車線まで滞留
◆直進車両を阻害し渋滞が発生

５．官民連携による渋滞対策 （３）トラック・バス・タクシー事業者指摘箇所における対策
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６．今後の進め方

○最新の交通データを収集・整理し、主要渋滞箇所の交通状況のモニタリングを実施。
○協議会およびワーキングにより、モニタリング結果等を有効に活用し、主要渋滞箇所の解除に向けて、地域毎の渋滞対策の

検討を推進。

“交通渋滞対策協議会” による議論

■最新の交通データによる渋滞状況の検証

■地域の交通状況の変化等に対する専門的見地からの検証

“エリアワーキング” による議論

■交通状況のモニタリング （主要渋滞箇所のフォローアップ）

■ソフト・ハードを含めた具体的な対策の検討・調整

■地域の交通課題の共有

■主要渋滞箇所の解除の承認 等

■協議会で諮る主要渋滞箇所の解除候補箇所の選定 等


